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1.B2o/B21の特徴

短視準型自動レベル B2o/B21は ,ソ キア独自の開発による磁気

制動方式の自動補正機構を内蔵しています。そのため,わずか

な傾きは, 自動的に補正することができ,温度変化・衝撃に対

しても安定性があります。

また,B2oは倍率32倍,lkm往復標準偏差±1。(hmと ,よ り高

性能になっています。

その他,簡単な水平角測定機能・距離測定機能 も付いておりま

すので,土木・建築・各種工事に威力を発揮します .

本書の見方

本文中の各部名称の番号は,P3・ P22に 対応しています。下図

のようにお使い下さい
.
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2.各部の名称 (図はB加 です)

②

0

図21

3.測定準備

3.1機械 を据 え付 ける

1)三脚の下部のバンドをはずし,固定ねじをゆるめます

(図 3.1)
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2)三脚の脚先を閉じたまま地面につけ,脚頭が目の高さにな

るよこ脚を伸ばし,固 定ねじを締めます。

3)脚先が下三角形になる点うに三脚 を広げます

4)脚頭をほぼ水平にしてから,π突を踏み込み,三脚をしっ

かりと据え付けます。(図3.2)
0 日よけ(ス ライド式)

0 反射プリズム

0 ピープサイト

0 円形気泡管調整ねじ

0 円形気泡管

O 整準ねじ

率B2oの 接Π良レンズは着脱式です。
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0 微動ねじ

0 対物レンズ

O 合焦つまみ

0 水平目盛盤回転リング

⑫ 水平目盛盤窓

0 調整ねじカバー
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8.仕様

望遠鏡

全長

r象

対物レンズ有効径

倍率

視界(100m)

分解力

最短合焦距離

スタジア乗数,加数

水平目盛盤

直径

最′
lヽ言売取イ直

自動補正機構

範囲

円形気泡管

感度

l km往復標準偏差

光学マイクロメータ使用時

防水構造

寸法

重量

B2。  / B2
215mm

正像

42mm

32×    /30×
1° 20′ (2.3m)

3'

0.3m(機械 中ッとヽより)

100, 0

103mm

±15′

10′/2mm
±1.Omm/± 1.5mm

±08mm/± 1.2mm

JIS保護等級 4(防 まつ形 )・

130(W)× 215(D)× 135(■ )mm

5)機械を脚頭にのせ,定′しヽ拝で固定します。(図33)

定心拝

図33

6)球面脚頭の場合,定心拝を少しゆ

るめ,底板0を 両手で持って脚頭

上をすべらせ,円形気泡管0の O
内に気泡を導きます。(図 3.4)

図3.4
7)定′とヽ拝を締めます

8)整準ねじOを 回して,気泡を○の

中央に入れます.(図 35)

脚 頭

本体            1.85kg
ケース(付属品含む)    2.Okg

・ いかなる方向か らの水の飛 まつ を受けて も有害 な影響の ない もの。
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3.2視準をする

1)ピープサイト0を 使って,対物レ

ンズ0を , 日標物に向けます。

2)接眼レンズ0を徐々に号|き 出しな

がら,焦点板十字線がlィ ユける寸前

で止めます。(図36)

光が強すぎる時は日よけ0を お使

い下さい
,

3)微動ねじ0を 回して視野の中央近

くに目標物を入れ,合焦つまみ①

を回して目標物にピントを合わせ

ます。(図37)
※合焦つまみは軽 く回わる微動と少

し重 く感じる粗動の 2段階で働き

ま

".粗
動 で概略ピントを合わヤ

',

微動で戻しながら正確
「

目標物に

ピントを合わせます。

図3.6

図3.7

7.取 り扱い上の注意

1)本機は精密機械です.取 り扱いには十分注意して下さい。

特に振動・衝撃・ほこり・水分・湿気はなるべ くさけて下

さい
.

2)ね じ部を傷ある原因ルなりますので,機械を直接上の Lに

置かないで下さい。

3)機 |り成を三脚上につけたまま一時使わないときは, レンズキ

ャップ②を付け,更にビニールカバー⑪で全体 を覆って下

さい
.

4)ブ フスチツクケーア、の清掃には,水か中性洗剤を使用し〔

下さい
.

5)付属品類は,運搬中に移動しないように所定の位置に納め

て下さい
.

4)望遠鏡を覗きながら日を少し_L卜 左右に振ってみます

5)日標像と十年線が相対的にずれなければ測定準備完了です

ずれる場合は,2)か ら合わせ直して 卜さい
.

X5)で ヂれるような状態で|」 ,Лl定値に誤差を生 じます` ピ
イヽ

ト合わせは, しっか り行なって下さい。
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3)調整ねじカバー0を 左に回してはずします

図6,7

4)調整ピン0を 使って,b2'=b2に なるまで調整します。例え

ば,図 6.6の場合,b2の値が大きすぎるので,十年線を下げ

る必要があります。この場合は調整ねじを少しゆるめて下

さい.ま た,十字線を上げたいときは調整ねじを締めて下

さい。(図 6.8)

図68

5)再び1)～ 2)ま での点検を行ない,完全になるまで調整しま

す。

4.測定方法

4.1高低差 を測定 す る

1)地点ABの ほぼ中央にレベルを据え付けます。 この時スタ

ジア線(P10参照)を使用すると便利です.(図 41)

※機械をA,B二 点の中央に正確に置いて観測すれば祝準軸

の水平が少し狂っていても結果に影響せず誤差を生 じませ

ん.な るべ く中央に据えて下さい
.

B
A ゼ

一
２

ゼ

一
２

図41

2)A点 に標尺をまっす ぐに立て,値 a(後祝 )を 読みとります

3)B点 にも標尺を立てて祝準し,値 b(前祝 )を 読みとります

-18- -7-
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4)差 a― bを 計算すれば,高低差が求まります .

計算例

h=a一 b-1.735m-1.224in==0.51lnl

よってB点の方がA点 より 0.51lm高 いことがわかります

(B点がA点 より低ければマイナスの符号が付きます。)

〈AB間の距離が長い場合,ま たは高低差が大きい場合〉

1)図4.2の ように偶数の区間に分けて観測します .

6.3焦点板十字線

1)30～50m離れた点A・ Bの中央でal・ blを 読みとります

(図65)

b[

2 2

B  図65

2)点 Aか ら2mの地点に機械を設置し,再びa2・ b2を 読みと

ります。(図6.6)

at

A

F G B

A C

図4.2

2)計算は下記のように行ないます

D E

-8-

高低差=後 4見の総和―前視の総和

求める点の標高=既キΠ点の標高+高低差

2m
B  図6.6

この時望遠鏡は点Bを 視準したままにしておきます

b2'3a2~(動 ~bi)を計算 して hと'=h=な らば焦点板十宇線は

正常です。等しくならない時は次の調整をして下さい .

A

-17-
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6.2自 動補正機構

1)気泡がOの中央に入るように機械をセットします

2)視準軸に近い整準ねじlヶ を左右それぞれ%回転し,十字

線の動きを見て下さい.(図64)

(ま たは,見やすい目標物を視準しながら脚,本体などを

軽 くたたいてみて下さい。)

1視準軸

図6.4

―瞬,十字線がずれますが,す ぐ元に戻れば正常です。使

用前には必ずチェックして下さい。

4.2水平角 を測定 す る

水平目盛は,時計回りによられています.し たがって向って左

から右へ祝準するようにして下さい。

1)垂球0を おろして,測 .点 上に機械を据えます。(図 4.3)

図4.3

2)A点 を視準し,水平目盛盤窓⑫を見ながら水平目盛盤回転

リンハDを 回して0° に合わせます。(図 4.4)

H日 |IH I

10        1

11H HH(

3)B点を視準して目基盤窓の値を読みます

図4.5の ときは92.5° です。

図4.4

(図 4.5)
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4.3距離 を測定 す る

望遠鏡の焦点板には,ス タジア線が入っており,簡単な測距

(ス タジア測量)が できます .

1)ス タジア線に挟まれた長さを(cm)を 測定します。(図46)

十字線

スタジア線

図46

2)標尺上で測定した cmの値をその ままmの単位におきかえ

れば,標尺までの距離になります.

例 スタジア線に挟まれた長さが32cmの時,標尺までの距離を

は32mに なります。(図4.7)

ゼ(Cm)

6.機械の点検・ 調整

6.1円形気泡管

1)整準ね tう0をイ声って気泡を0の中

央に入れます。

2)本体を180° 回転させます

(図 6.1)

気泡がずれなければ正常です。ず

れた場合は,次のように調整 して

下さい。

3)整準ねじ0でずれ量の半分を戻し

ます.(図 6.2)

4)あ との半分す・六角棒スパす01'イ声

い,円形気泡管調整ねじ0を 回し

て,①内に気泡を入れて下さい。

(図 63)

5)再度望遠鏡を反転して,気泡がず

れなければ調整完了です。

180°

図61

整準ねじ

図6,2

気泡管調整ねじ

図63

%

1/2

ゼ(m)
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2)マ イクロメータつまみを回し祝準軸を移動させて,標尺の

目盛を焦点板の楔形の線の間に挟み込みます .

3)マ イクロメータ接眼レンズを覗いて,マ イクロロ盛を読み

とります.1目 盛が0,lmmです。

4)標 尺目盛の読みとマイクロロ盛の読みを加えると測定値と

なります .

5.特別付属品 (別売品 )

5.1照明装置 LA8

夜間や暗い所での測定には,オ プションの照明装置LA8が便利

です。

ボリューム

|

図51

1)上 の図のように,照 明装置の枠 を望遠鏡の対物レンズ側に

はめ込んで下 さい
.

(日 よけを引っ込め てか ら取 り付けて下 さい。)

2)ボ リュームを右に回すとスイッチが入り,光量が強 くなっ

ていきます .

154

153

152

151

150

図5.5

標尺の読み     152 Cm
マイクロメータの言売み + 8 7mm

152 87Cm

※マイクロメータつまみは必ず時計回り方向に回して,標尺目

盛を挟むように心が1)て 下さい。
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5,2ダイアゴナルアイピースDE16/DE22

機械の後に回れない時は,オ プションのダイアゴナルアイピー

スが便利です .

5。 3光学 マイ ク ロメー タ OM5

高精度水準測量のために着脱式の顕微鏡付光学マイクロメータ

OM5が用意されております。マイクロメータつまヌノを回すと,

望遠鏡の祝準軸は最大10mm上下に移動し,そ の移動量は 1目 盛

0.lmm単位で測定できます。 (最短視準距離 :lm)

標尺は lcm間隔に日盛った一等標尺または同様の精密標尺を用

い〔下さい
.

B2o用 ダイアゴナル

アイピースDE16

け

B2用 ダイアゴナル

アイげ―スDE22

"

/  マイクロメータつまみ

取り付けレパー

思
図52 図5,3

1)R2nは接RPレ ンズ0を 芹に同|て はギ|て からダイアゴ十

ルアイピースをねじ込んで取り付けます。

B21は 調整ねじカバー0に ダイアゴナルアイピースをかぶ

せます.

2)接続部を軽 く押さえながらダイアゴナルアイピースの接 R長

つまみを回して,焦 点板十字線にピントを合わせます。

以 卜は
'6に

ならって社,使用 卜さい

固定
解除

マイクロメータ

接 R艮 レンズ

図5,4

1)光学マイクコメータを望遠鏡
「

載せて,取 り付けレパーで

固定します .

(日 よけを引っ込めてから取り付けて下さい.)

lttlⅡ

して401普 交換接眼レンズやオー トコリメーションアイピース

を使用することができます。
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